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上

　

田 弘

　

釧根地方にも、ようやく､侃らしい季舛がや

って来ました。気鮫も良ぐ、胎か･､ヽ乱温です

ので、長い冬場を乗り切る為の体力造りをす

る絶好の時期だと思います。７月８日なこは、

モコト山豊山を実施して、人きな成果をあけ

る事が出来ました（登山については別掲）。

　

６月９・１０日びこは、道肖協総会があり、

釧路からは私と水沢・橋本各氏が出席し、北

海道難病センター忙於て行なわれました。

　

道腎協の会長・事筋局腿の話しを要約

してお知らせ致します。

　

全国の総会に北海道から８名が出席し、非

常に盛り上がった総会であったようです。

　

今まで『腎移嘘を進める会』で実施してい

た腎提供活動も、今年５月末から正式ｒＦ腎

バンク』として発足する事になり、今乍度中

ｒはｒ腎移植センター』も開設される事から

この腎バンクにかけられる期待が大きい事を
痛感し、腎バンクの役員ｒ患者代表を参加さ

せて行く事を要請していたが。現時点では既

呪一年間の役員を決定されているので、途中

からの追加は鮪しい、との屏で今後の取組み

となりましたo

　

腎バンクが発足された事により、腎提供の

巾し出が、辺旨邑の串務局に竃話とかﾉヽガキ

で、提供方法などの悶い合せが=シ数米てのる

そうです。

　

健保改悪につのてぱ、にジ咋貞では池勁的

な状況であり、⑩についても臨の状況まち、

という収脳であジ亙した。

　

しかし、現時点となっては、７月１２日に

衆院社労委で採決され、７月１３日に衆講院

を通勉し、参議院に送られる事となりました。

新聞紙上等では『事実上の決着・・法案成立

へ』などと出ていますが、参議院段階の審議

で、さらｒ修正させる事や、８月８日の会期

切れに向けて国民の反対がさらに高まれば、

審議未了（廃案）びこなる事も充分可能です・

参の扱いを含めて、今後も各方面への働きか

ごを行うごご｡'しべｊ‘ぺLJ:ならな･､｡一一1;;;｡'｡1･1･jtfft

であり三す､j皆さんの誂ぷ力を;りふ･ｖ……1し

よす。

　

社会復帰に同Ｌては、東京荊で６名・北海

辿で､ｔ！名を、障害者を特別･９で採用Ｌてい

るようです・これらの運動は、今後も拡大し

て実施するよう連動していかなければ々りま

せん。

　

また、障害者で社心腹川を意欲的yこ考えて

いる人忙対して、低利で融資する事も検討さ

れている､tうですっ

　

しかし、障害乍金を受給してりる事沢よる

社会復帰する気力が薄れている4;も指摘され

ていました。

　

また、児童扶養手当てつｖ･ては、各部恐府

県で取扱いが異なっており、今後これらの見

直しがはかられる模様です。

　

以上、道腎協総会時におけるあいさつ等の

主な事項をお知らせしました。

　

議案ｒつφでは、道腎協の機関紙応掲載さ

れますので、ここでは省略いたします。
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第二回藻琴山恐山に参加して

　　　　　　

林田クリニック

　

橋本

　　

巌

　

７月８日（日に拉てげご旅のＦ、公はｉり

名｡家族と山岳勁しよの方白らづj･、総勢５６名

による藻毒山集団登山が行なわれました。

　

８時１０分、釧路省の隔随ハスに便畢し、

そ応あとをマイカー２台がついて出発、心を

ときめかせながら０出発でした･。向かうバｘ

の中では、釧路労山の渡辺千春さんと、店津

此-一芯んの２人がチューターとして乗って下

容って、楽しい歌やクイズで盛りあげてくれ

ました。途中、川湯駅に寄り、摩周測源泉の

　　

后たぐておいしい水を飲んでいきました。
●

　

バスぶ･藻琴山に近づく呪つれて坂もだんだ

　　

ん急:･こなり、心のほう｡もだんだん高ぶっての

　　

きました・いよいよ登山口（８合目）へ到着、

　　

円い輪μ:71り準備体操をして、いざ出陣μ

　　　

第一パーティから順にチームワークよろし

　　

ぐ出発しました。第一一パーティは元気な人ば

　　

かりとあって、あっという聞に第二パーティ

　　

に差をつけて、見え乙OS;つてしまいました。

　　

麓二パーティの歩みはゆっくりゆっくり、地

　　

面をふみＬめて登っていきました。その中で

　　

一人､二人と途中でタ･ウンする者が出て、後ろ

　　

の弟三・第四丿－テ･口こまかせて進みました。

　　

登山道の半分ほど行ぐうちに、いつの間にか

　　

第二・第三パーティがくっついてしまりまし

　　

た・天望台に到着した時ｒ、また一人ダウン

　　

景色をながめる聞も瘤く出発、第一パーティ

　

●･こ続けと登り始めました。

　　　

登りながら時々ふり返ると屈斜路湖のすぱ

　　

らしい万:･ｙめ、道の回りにはハイ松や鳥山債

　　

物が見ら紅、感叫の声を上げる人もいた。

　　　

こうして、途中二・三変体憩はしたものの

’第二・第三パーティ合流組も、ついに頂上へ

　　

とたどりつきました。この日は、斜里匈の小

　　

学生も来ていたので、頂上付近は子供たちで

　　

いっぱい。その中を、我会員の面々が一人ま

　　

た一人と頂上にたどりつきました。

　　　

そして、登り始めてから２時間、なんとμ

　　

会員で頂上に登りついたのが１７人（ちなみ

　　

ｒ去年は７人）ｒもﾌなりました。

　

つきそいで宇てくださった休田クリニ･･ぐ

の邨長富本ｊんもこれにはビックリｊ顧問（

鳥椙ぶんも驚斥の声をあげていました。頂１

ではそれぞれ、バンサ'イをしたり、おにきり

少食べたり、冷たいジューｘを飲んだりと、

たっぷり股を満たしました。残念ながら頂｣

ざで来られなかった４人の会員も、自分た宅

いたどりついた地点て昼食をとりました。こ

うしてご･)分ほど休憩してから、全員足どり

も軽く？

　

暑さの中を１時間ほどで下山しｊ

し七。

　

そして、まっすぐ温泉へ向･｡心ました。溢

で汗と汚れをおとし、さっぱりとしてから、

バスに乗り一路釧銘へ。婦りのバスの中でQ

流石にみん乃:力づクリ、眠ってしまう人、Ｚ

まりこむ人などさまぎまでした。

　

今回の登山は、天候にも恵まれ、ほんど

にすぱらしい登山でした。会員で頂上まで。

つた人が去年の二倍にもなり人成功でした。

これも、佐々木考芝さんをはじめとする山

会の方々の応力があればこそ、成功したの7t

と思い１す。ほんとうにありがとうござい・

した。来年はどこの山なこ登るかわかりませλ

が、きっと今年以上の成果がえられると思し･

ます。釧司会の皆さん、来年もがんぱりま

ようｏヤッホーμμ
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大友さん（林田）

　　　　　

≒

　

み万さんに大変お世話ｒなりま

　　

）

した．労山の方のおかけで頂上ま

　　

．

　

した。労山の方のおかけで頂上ま

　　　

ノ

　

で行けました。

ヒ
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去年は頂上へ行けなかったけ

　　

ｊ

　　

れど、今回は頂上まで行けまし

　　

ｙ

　

む何。4長’自身ｓつｎい

,一二しし一一≒ごノ

ノ

　　

渡辺さん（林田）

　　　　　

ｈ

　

腰が痛くなって、荷物を持って

もらったりしました。でも励まさ

れて頑張る串が出来ました。山岳

会の方どうもありがとう御座居ま

した。

　

＿

　

＿＿__
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大熊さん（林田）

　

初めて山登りに参加しました

。頂上の景色がとてもすばらＬ

くて、私の削のようでした？つ

来年は一泊しながら登山Ｌたい

八
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大熊さん（息子）

　

下

頂上まで行けてとても良かった。
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西川さん（労山）ｽﾞﾑﾌﾟj

　　

し

　　

私ｏ子供が思った.lﾆり元気に
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花ごごん（労山）
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何かの１･役に立とうと思ったが
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自分がつかれて逆にはげまされまう1

4;j

した．
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みなさん御苦労様でした。今

年こそはと思いましたが今一歩

でした。来年4､また頑張りたい

と思います・
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忠村さん（林田）
八

∩
る時は子供の心配ばかりして

　

）

したが、いざとなったら自分ノ
配ばかりしてのました・
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中村さん（協立職貝）

　

みヽなさん晨苦労様でした。天

候にも恵まれ、けが人もいなく

て本当に良かったと思･･ヽ１す。

今口は何かお役に立てるかと思

って参加しましたが、かえって

　

／

　

-‘｀－･ヽ一一ヘノ‾

バ'今井さん(父親)

今年はじめて参加しましたが、

いなさんが元気なのでびっくりし

ました今日はむずめの

∧

とし１したが、米年は１Ｍは萍もね

　

・

c･やきたりとごい丘で。
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最初のーやふらつかれました。
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/天望でもう

　

･心、と七ったけｉ
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ど、か｀なり上まで行けました。脚

　　　

年は皿士まで行きたいと思いまも
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.て゛木口さん（林田汗‘″‾゛｀べく二万

　

足がいたくて大変だったけれど

来年は頑張って頂上まで行きたい，・
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公子さん（労山）

パーティの写ヴをとろつも

と思います。
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佐野さん（労山）

　

今日は写真をとって歩きました

が、うまくとれているか心配です。

こんどは秋の紅葉の時ｒ登りたい

　

みなさんの頑張り化ただただむ

どろ､バy、思った｡しりつかれまし

た、もう少し、病涜の職員の参加

がよふばと思いました。
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Ｉ
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白木沢さん・市立

こい１したぷ

'、マトクリツトが１７でも登れ
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ました。何かみなさんの元気さに

　

さそわれた。べんとうが先にいっ

　

たので、おいかけたのか良かっ咄
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上田さん｛協立Ｊ

　

じにレ叶>V 'jl;A"いいのか、 Ｊは

恍1乱こなり、とても｡良かﾆ､た。始

めは登る予定でけなが･jだのに、

みんなｒつられて･ぶい≒このって、

て八/てこ頂上まで登ってしまった。
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部田さん（労山）

　

患者さんということで、もっ

と大変かなと思っていましたが

みなさんがとても元気左のでは
ひ1つくりしました。

頭張って下さい。

これからも

　　

立沢さん（熊の会）

今日はみなさんの頑張りにびっ

　

くりＬＩした。
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＝藻琴山登山に 参加して＝

　　　　　　　

協立病院看護婦

　

菅野

　

智子

　

今年始めて腎友会の登山忙お加させて頂き

ましたが、皆さんの頑張り作には、ただただ

｡ぶ心するぱかりでした。

　

私の友人に登山の話しをするとｒエ･べ/透

析をうけている人達が登山なんて出来るの・

・・？』、と､ないてぃましたが、実際のとこ

ろぷ斤医卿こ従影している私も、才本当に登

れるんだろうか・・●？、頂上までは無理尨

んじゃないのかな・・・？Ｊ、等と色々思っ

ていました。でも、私のそんなあさはかな想

いも、いざ頂上目指して歩き出すとＦこれｰな

ら大丈夫が1頁上までぃけろのではがｊと言う

気持ちに変わりました。

　

皆んながひとつｒなって、お互い励まし合

い、手を取り合って歩く姿に、とても感銘し

胸の中が無くなる思いでした。そして頂上に

たどりつぃた時の想いは、皆それぞれ満感の

想のだったと思います。

　

また、今回残念肥も頂上まで登れなかった

人も、ダ去年は一歩も登れなかったのに、今

年はここまでこれたμｊ、とそれぞれ皆んな

言葉では言い表わせない而の最高の気持ちだ

ったと思います。今回の登山で、透訴を受け

ている患者さんは勿論、私達透訴医療忙従事

する苦にとっても、大変な自侶忙々クたと思

いますツ

　

今迄以上に、ｌり良い透町医療・看護とい
●うに7匹乱二;ぶ拡こ瘤Tじ

きた一戸と思います。

　

また来年も、住山回足非｡訟加したいと思の

ます、

二

らー

　　　

==登山に参加して＝

　　　　　　　　　

協立病院

　

小熊

　

裕子

　

私は、山に登ったのは始めてでしたが、景

色が良くとても気持ちが良かったでず。

　

汗をたくさんかいて、とてもつらかったけ

れど、頂上まで一生県命頑張って登りました

　

休みながら、皆ん々で励まし合って登り、

私でも普通の人と同じとμが出来るんだ、とと

てもうれしかった。

　

汗をかいた後の温泉もとても気持ちぶ良く

また、皆んなとお友達に'なれて、これからも

皆んなと一諸に頑張ろうと思いました。

　

また来乍も頂上目指して頑張りたいと思い

ます。

　

釧路地方腎友会

　　　

藻琴山登山に参加して

　　　　

釧路市立病院

　

白木沢

　

安広

　

昨乍６月に初めて集団登山疋、同じ藻琴山

で実施して今回が２回目である。

　

今回も天候に恵まれて、時閥的ｒも余裕が

あって楽しめ、良かった。

　

藻琴山８合目までバスで行った。バスの中

で、北海道束部地区勤労者山岳連盟のｘンパ

ーや同行の家族の皆さんと楽しい歌やゲーム

をしながら、目的の場所へ到許し、各パーテ

　

ベ

　

登って３０分して、昨年ﾚこぐらべて運勣不

足忙なり、健康ｒ白信を持てなく万つている

自分に気付き、ごもうやめようｊと思ってい

ろと山笛辿盟ｙンバーや同行の家政に励ｌさ

れながら１時間半かけて頂上を目指した。

　

参加者のうちａ１入の中で１ワ人が山頂に

到達し、ノバンザーイ・パンザーイ、登った

ぞこと歓声存上げながら、３６０度の人自然

ゐパノラマ:･こ牡がすが｢｡い気分に浸り、、I'参

加して本ﾌﾟれこｌかった､こと心から思のました

　

北海冊･紅｢が仇区勤方者山陽連盟の皆墜、本

そにこ､たりふ･｡しうごJ｀･｡りましたっ



　　　

「腎友会登山に参加して」

　　　　　　　

協立病院職員

　

宮本

　

洋昭

　

腎友会登山に何か手伝い出来る事があれば

と思い参加させてもらいました。

　

もう少しハイキング的左コースかと思って

/ゝましたが、急な所もありマイペースで登り

ましたｏ

　

頂上での食事は、汗をかいた’μもあり大変

りいしぐ食べました。最近このように汗をか

く事も少ﾌﾟkかったので、参加させてもらい楽
しい一日でした。

　

また、腎友会の皆さんが頂上を目指す０は

ｒ自分の体を管理するのは自分である』、と

りう自覚のあらわれだと思います。これから

も体力をつけ、来年もまたー諸に頂上を目指

しましょう。

　　

＝藻琴山登山に参加して＝

　　　　　　　

協立病院透析士

　

畠山

　

俊治

　

今回はじめて参加させて頂きましたｏ

　

患者さんの元気の良さに、ただただびっく

りさせられました。

　

山頂をきわめるという目標毘向って、皆一

歩でも二歩でも近づこうとする姿勢に胸を打

をれました。

　

患者さん同志の思いやり、気くぱりなど、

阿友会が一つに団結して、皆ん尨で目標を達

戈させようとする気持ちが、表われていまし

七・弘･も微力ながら、これからも応援させて

頁こうと思っています。

　　　

「モコト山に登って」

　　　　　　　　　

市立病院

　

渡辺

　

文子

　

朝８時、天気の良い日曜日、バスでモコト

山まで向いました。

　

初めての山登りなので登り切れるかどうか

不安だったけれど、山頂までの問何暖か休み

ながらも、どうにか山頂にたどりついた時は

とてもうれしかったｏ

　

山頂から見た湖や山はとてもきれいでした。

もう一度この気分を味わう為、機会があった

ら挑戦したいと思います。

^

..,..

　　　

ｒ花火の取扱順調丿

　

難病連及び腎友会の運営資金確保のため、

皆様ぴこ花火の販売をお願いしてむりますっ

　

７月２０日現在

　　

ジャンボセット

　　

６ｏ個

　　

銀河の

　　　　

１ワワ個

　　

にこにこぶん

　　　

ワフ個

　　　　

升

　　　　　

３１４個

　

と好成喰を納めており、皆ぽの御協力に対

し厚く御礼申し上げます。

一了－



ｔ

６０才の山晋りご

　　　　

i心立庇院

　

佐々木

　

満郎

日頃から楽しみ!･こしていたレクリェーシヨ

、今乍の登山迄ｒは力ゼう体具合を良くし

うと皿張りて努力したが、つ７･にその日が

央てしまった。

　

毎月寒く、我が身もカゼや腰痛で苦しむ毎

日・よし、ド体力テスト.Fと勇気を出して山

竃りyこ挑戦する。

　

５班ｒ別れて登山開始・私は５班で登る。

　

劈り空だが登るうちに汗と鼻水が出る。そ

のうち足もだるさを感じ｡る。

　

ぐあ了暑い・・・汗は流れろｊ

　

巌1L)歩あるいては休み、汗を拭く、

　

ごやっぱり登れぬか、と思う｡1

　

登れるだけと自分を励まし、汗を拭く。

カゼを引いている、噛が痛い、腰が痛い、さ

らにはオカユを食べての山登りは無理とは思

いｔがらも、我が体力テストと思い、登りは

しめたｏ

　

し頑張れ、ガンバレ・・・だが苦しいな.a

　

無線も６台で登山者の様子をみなキャッチ

している。やれば出来ると元気を出【｡て登る

ぶ、また休む。

　

;jおア・●●つらいな・・ｊ

　

什もこわく、休む時間が多く71るｏあたり

こ･二てぎ卜、ハイマツの1ヽンネルだけ。リーダ

ー;てま心配してり。･ヵ１費Ｇつてくれた。汗を

;¶･トjj.ソ政こうすぃ、ハ･;マツ応肥臨ふら天望

台ヤレ出ぺ

　　

二いしこそ・・・
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右剛Ｆ
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トグとりい刄が

丿蛍なで心。fe;

Qでミ’らふ乙オ

rに

ら

lｊに

y琵

『
て
ト

　

ぷ‾同所が退え出そが、苫し・｡な・・・と

卜をゴ勁限む。この訪レyだれもわふらぬ_･

卜てごム寸々。第二関所、岩場ｒついた。頂ヒ

が屯にる、・・（Iやれやれ登ったに

０最悪の体具盲で良ぐぞここまで登った

々、と汗を拭き拭き思った。

　

丿やれぱ出来る。と自分の仕ｒ自信を持つ

,み、

　

リーダーはり:yクを渡して、頂上目指し走

り登って行く。

　

ぐ後姿を見て、残念、と涙をのむＪ

　

が先発践は食事を取っている。私も食べ始

めた。眺めの良い事、何とも言われぬ。また

下山に腰が痛いと心配。温泉で汗を流したら

と想い出す。もうカゼで２週間以上も風呂忙

人っていない。存分に汗を流して、元気に帰

ろうと、心で想いながら、すみきった空気の

なか、良い眺めを見ながら食事をする。

　

参加出来なかった方々、明年はもっと参加

されろ弘をお願いして終りとします。

　

（佐々木満郎さんは登山き加の最高令者の

透9〒患者であり、息子さん（佐々木考雄氏）

が山登りのチーフリーダーとして協力して下

さいました。ありがとう御座居ますっ）

病勢

.、カヅ ･｡'つぐ。よ･はり。Jふ7j;:い･;1リ'･－い、杵引

かあしＪ光江;7･:にとz。と･んロｈ目片･ﾝして･／jる

との｡１.重り励ｔあげて・・・

　

ｒｌた頑張るぞ・・・とひとり言Ｊ

　

じ汗が流れるＪ
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ｿカ

ンクロスワードパズル1:ﾓ

　

今月･ぢから、皆さんｒ楽しいパズルを出題

し、正解者の巾から抽選で１０名の方C･こ粗品

を進呈いたし１す。

　

ﾚIたんちようｊのパズルが、会員の皆さん

の頭の体操ｚ左ろ事を願って、出鴉者も考え

ますのでよろしくお楽しみ下さい●●・○

　

φヒント命

　

ヨコのカギ

①美しい○○（植物総称）

②夏は〇〇〇をジ３ツキーで

⑤ワ・ショイ○○○だ、ワッシｌイ

④夏の涼しさ○ＯＯＯｆリン

⑦ｒ秋○○は嫁忙食わすな』ですって

⑧○○ソーダンは最高、朝早く売りにぐる

⑨下から続んでもＯＯＯ、真赤なヤサイ

⑩赤ＯＯＯが飛ぶと秋がもうすぐ

　　

タテのカギ

①ぬさまい。くすり、釧路の○○でナ。

⑤釧路ＯＯＯまっりは８月４日から

⑤○○○○学校で夏の山や野を楽しく

⑥○○○○ストブは北海道特産の石炭で

　

全郎埋めるとパズルの中の口で圃んだ６個

のキ･－ワード'に７夏の風物名Ｊが２つ出来ま

すので、ｙJ引てぶ人四上、各病院幹事さんへ

または、直讐'二.ブに竹新富耐｣エ・７号

　

林田

･丿二ヅク内

　

銅句三ご回り衣ﾌﾞ唱部､Eあて、

ノ白下さ．ぺ応ごしｙ)切日８リ３１トJｔで、

iFf?tXごしい1………r。ヴド｀七……f.'7う≒こて

.･ふ

ｊ

･'/し

’●゛・．｀”

一 一

-

Ｓ

-

－ ● - -

CD ＠ ！

＠ ⑤

⑦

＠ (i)

ｌ
⑨ ＠

９

　

●

　

ｓ

　　　　

心
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●

釧腎会・秋の一泊旅行についての

　　　　

アンケート調査結果のお知らせ

　

過日、会員の皆さんひこアンヶ－トをお願の

致しましたｒ秋の一泊旅行アンケート』の槃

約結果が出ましたのでお知らせ致します。

○一泊旅行に参加出来る方・・・

○残念ながら不参加の方・・・・

○不明の方
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ｒ協立病院の一週間』

　　　　　

協立病院

　

上

　

田 弘

　

私は、５１年１月から透附を開始し、シャ

ントは市立釧路総合病院でっくり、以後その

シャントを使っております。市立病院で３律

半、透旨を受け、５４乍ワ月には林田クリュ

ー｡･クの閲詫ひこより、私と早坂・忠付・泥々木

∩芳）・鈴木の５人が転陥して透析を受けろ

1にこなりました。

　

そして、丁度５拓や経過した今年の７月ミ

心、私は諸般の7に肘こより道東動医略恪立病

院に転院し、今日で一１間を罹過しました７）

で、協立哨詫の一選間を思いつぐまま、記し

てみ-lした。

　

まず=伺泥ですが、鴎立病院は５８年４月Cて

オープンＬただ汁あって、きれいで気井の輿

い別眺です。

　

透析室は二階の輿まった所ひこあり、r§: fTf'ii

に入るには、忠志さんもスタッフも必ずスリ

ッパにはきかえ、床ぽ:は外の細菌等をａ【斤室

ｚ持ち込まれーいようｒ綱菌吸着板（？）の

よう刄ものがニケ所にあり、感染ｚ弱の透析

患者を守ってくれています。

　

また、スタッフ全口（看護婦３名・テクニ

シャン２名）が紙マスクをかけていて、スタ

ッフの呼気による感染忙も気を使ってくれて

います・

　

透析ペットが５台で、これ以上置けない状

態々ので、今後透析患者が増加して行った々

らば、どうなるのかが心配です。

　

透析室内は非常に静かです。患者さん・ス

タッフが少々い事もありますが、テレビの音

声をイヤホンで聞いている事が、静かな要因

であります。イヤホンも有線ではなく、各ベ

ット毎ひこラジオを一台ずつ設置して、そのラ

ジオのＦＭを利用して音声をイヤホンで聞い

ていますので、他人に迷惑をかける事はあり

ません。ラジオを聞きたい場合ﾀﾞこはＡＭＫ切

替える事によりラジオが聞けますｏ

　

静かですので、透析器の警報ブザーも患者

さんのよび出しも明確ｒわかりますｏ

　

透析開始は午後３時忙お願いしています。

帰宅ｒ約４５分要しますので、あまり遅くな

らないように配慮しました。私が開始する時

間ｚは、午前中に透析をしている３名の人達

が終了する時間であり、丁゜度私と交呼すろよ

うCてなります。

　

スタッフも今年４月から夜間透析を出来る

体制にしてあり7tしたので、スムーズに受入

れられたのです。ドクターも６名体制で、当

直医が毎日１名必十居り、透府中に必ず嶋附

室を巡回してきます・

　

初診して病淀からもらったものはヽｊ察券

・透町者パップ・透断手帳・肝j4手帳・血液

司カードであり、手帳類Cこは各仙隔佐以目友

ぽ倹在位を麗入して、各人の記録を見る事が

できます心ｺ

　

また、通好パンフｒは、腎友会の必聾注丿

活動内容、そして、入会を進める旨を記瓜し

てあり、私共腎友会と病院昭とが一仕とたっ

た臨力体刎殼りをしているy旧こついては非鸞

ヌ:感激いたしました。

　

占附はI沢呻乙旨であり、ダイアライザーも

以前使用していたもの（1,5が）より、はる

かに小さいもの（1,0㎡）を使用しています

が、もっと小さいものｒしても検査値上も充

分との1罫で、次回からはＱ８震丿位のものｒな

るのでは｀ないでしょうか。

　

瓜曹透析の良い事については、色々な方か

ら聞1／lてい１したが、実際ひこ受けてみてその

良さが実証されましたｏタ’イヤライザーが小

さいのぴこ所定の効果が得られるので補液もせ

す、楽に透析を終了し、終ってからも透析前

と変わら力;い体調であります。

　

透析における終局の目的は無症状透析（加

症状透析とは。透折中ｒ血圧変動・頭痛・ｙ

マイ・足のツリ、など全ての不均衡症候群呑

起きないで透t斤が出来、終了してからも頭撹

・血圧変動など、透析による体調の変化がヵ

いこと）がねらいであり、この追求ｒ透析ｌ

係者は努力しているところですが、まさに、

３回の透析ひこおいては、この無症状透析がｊ

現出来たものと思い１す。

　

今後も、この嘩な無症状透柝が継続し、il

わらないfｔ調が続く事を祈るものである・｜

－１０－



　

サク酸透析とこれだけ異うのであればヽや

はり皆さんが重曹透析の良い事をＰＲするで

しょうね・・・。皆さんもー考してみる必要

があるものと思いますｏ

　

終了時の止血はクランプも使わずかこヽ全て

スタッフが行喰いまず。今までは自分で止血

ガーゼを押えていたので、つい手が出てしま

います。

　

各浬の勉強も、透町に関する事・腎臓ｒ関

　

ぐる唄・食事に関すろ眼・肝臓に関する唄・

　

辱々を、一度C･こではなく、パンフレットを作

　

或してあり、除々に要点について患嗇さん辺

　

汲えております。私も既に４人の方から４回

　

ひこ分けて勉強を受けました・

　

それぞれの施設では、条件も異｀なり、それ

なりの方法で透析を行なっております。そし

Iて、一生の仕事である占旨生活を送っている

I私達は、いつどんな状態で、どの施設にお世

話になるかわかりません。その施設の方針に

従って、健康で楽しく畏生き出米るようカン

パリましょう●●●う

　　　

ｒ孫の誕生』

　　　　　　　

林田クリニック

　

早坂

　

要

　

人工透析を開始した頃（５１年）、透析を

行っても半年位いの延命を計る事が哨‘／･つぱ

りと言われた。

　

私は、せめて子供２人が学校を終え、就轍

すろまでは生き続けた･｡りと、何回とヽなく訪れ

るさ併症、これで終りかと思われそ､苫痛７耐

へ顛張って来た。

　

日進､q歩四医療と声械の開発、そして多く

の方4て」こ’支へられヽ延命を計ることができ、

子姚２人も無小虻祓レた。

　

私の願９を叶へてぐれた医聚関係者、多く

の方々、家族の者ｒ感謝したい。

　

第２の目標はｒ孫の誕生』

　

お陰様で、娘は就職一年目に縁があり四国

の方に嫁いだ。

　

結婚式も、私の病状を案じて釧路で行うこ

とに配慮してくれたｏ娘の晴れ姿は見られな

いものと思って居ただけに喜しかった。

　　　

’

　

先方様とお世話して敬いた方々の儒理解の

もとに、盛大な中に祝福された娘の晴姿:！、

とてもきれいだ・・感激でｖご･つぱい、このロ

ばかりは病気が治ったように感じた。

　

孫の顔を見るまで頑張らｔくちや・・・

　

今春２月、初子は故郷で生みたいと娘、郷●

卵り●●●

　

３月１５日男の子出産、母子共に元気・・

戯場へ家内よりの連絡・・やったぜ・・

　

４月末父親が迎へＫ来るまで生活を共泥し

た性か愛情が深まり、唄の文句じゃ｀ないけれ

ど『帰る日が来刄けりゃいいｊと思った・

　

生活の一コマはこうだ

　

ミルクを飲み左がら笑顔を浮かべ眼る姿は

何んとも言へｔく可愛、ｒおむつ』を取喚中

突然の憤水？、入浴中気持良さｚ誘われて、

黄色の海・・一家大あわての大笑い、孫を中

心に過ごした５０日余、孫とは可愛ものとし

みじみ感じた。

　

１００日を過ぎたこの頃は、時折送ってぐ

る成長ぶりの写真、貫1話から聞へてくろ孫の

笑声が何よりの楽しみ・・・

　

孫よ健康で良い子に育つことを祈る・・。

●
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ぴ・Ｊ－　

羞fぢさ.･･･.リt ": ■"･''うビ取れるかい？

・そうだね・・今毎も去年同様少し遅のよう

　

だヨ,j7月の中旬泣までいんでないかい・

爛Ｆ狩に行きたいけど、潮のまわ!)は何日頃

がりい？
・今日は○時だから、○○日頃が昼頃潮が引

　

くから一番いいヨ

シイタケはそろそろ出るだろうか？

・雨がもうひとつ降った後がいいな

　

と、まあこんな工合ｒ、山の事、海の事、

J心ヅ茄、畑の嘔、そして料理の仕方、食べ方

までこのおじさん達忙聞く。わからない事は

ないみたいだ。

　

いつも一路の透析日なのを良い事にして、

色々教わっている。音別の藤野さんと、標荼

の斎藤さんの二人である。

嚇む吻句●む６套●む吻勿

　　

どなたかお知恵を

　

身体のフシプシが痛いという人が、私

Cj･わり足割といる。

　

羞舛のせいか、骨がのたむのか、筋肉

巧か、はたまた葵の副作用か、また浅沼

に水ぶたまっているとか、というものも

あろ。

　

ぞ:節の変り目に身体がいた･のという人

七いる。とIうしてだろう●●●

　

皆さんはこん痙事はありませんか・・

　

何か良い予防はないのだろうか●●●

　

今流行のヨガはどうだろう？

水泳等も効果がありそうに思える・・

　

だれか経験した事はありませんか？

色々乃:冊子や書物尼、骨の事は時折沓い

てますが、よくわからないでいますｏ

●む６套●む吻営●む６ｔ

がツリの恐ろしさμ

　

べｙトの上でウツラ・ウツラしていて何

ﾌ1くウーンと背のびしかかったと、そのと

ん右足フクラ･ヽギあたりがツーンと硬直し

うｏあわてて看護婦さんを呼んで暖めても

う。だがひどぐなるばかり・・。

　

生食を入れ、プドウ糖を入れてもらうが

それもだめ・・。そのうちｒ右足がツッパ･

テくる。もうだめだと思う。くりかえし、

りかえし、波のうねりの様侭:痛みが走ると

１

身体中がねじれる様な痛さだ。何でもいい、

早く楽ｒしてほしい、痛みよおさまってく才j

という事だけ頭の中を走る。汗が吹き出る。

看護婦さんの問にも答えられず、□から出

のはウメキ声のみ、本当泥苦しい、仲々ヒ

ツリのおさ１らない

　

を見て看護婦さんは

ｊ

り長さんに処ｒを川きこ行き、ナトリウム

芯ほどはないのだろう。ｃんな思ｖ･にt私だ!･

七二うか。この苦しみに耐える･!iが出京もｚ

ら、今'ｌと､しなｰ：しみても耐。らねそり；

｜

うする。

　

透阿０恐ろし尽の一つでまべ、

ゝ

//
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｢米ぬか｣の効用

　

便秘は３日、ニキビ･肌荒れ１週間・男性

機能抜群μ・肝臓病・腎臓病・心臓病・糖尿

病・低血圧・高血圧・肥満・肩コリ・湿シン

・胃炎・腸炎・ジンマシン・関節リ･､ウマチ

・ぢ・だっこう・二日酔などありえないｏ客

起きがおどろくほど早く、イライラ・ヒステ

リーも々ぐ、小供は落ち着き、わきが・体奥

もきえてしまう。冷え症・頭痛もさよｶ:ら。

とｒかく悪い所ｒ効きますｏ

便秘･肌荒れ

をすっきり解決。

ビタミンＥのはたらきで憂うつ

71便秘は約３日間の飲用でスッ

キリ。約１週間でニキビ・肌荒

れにもサヨナラですｏ

深刻な肥満の９解畑。

絶食などでムリｒやせろの

はかえって不健康・

河村晒夫の場合は70k9

以上あったμ‘弔が米ぬかを

が:るつづけて現在６０り

となりました。
1。。,i。ぶ

気になる体臭も

もう気にしないで｡

米ぬかの成分が奥いを
抑え１す。

お気呂でも併用すると

効果的ですｏ

二日酔いしない体質に。

頭痛・吐気と二日酔い

の苦しさは即る人ぞ即

る、ですね・米ぬかはそんな

体質を改善します。

後飲みます・

　

フライパンの油気を取り、２

～３分からいりしますｏ

小スプーンで２～３杯、毎食

（空ビン等なこ入れ保存）

・米ぬかスープをつぐり、毎朝一回飲む。

ぬかの２０倍くらいの水を沸騰させて、ぬか

を入れ、それを布でこしヽそのスープに、し

ょうゆ、ねぎなどで好みの味つけにｏ

｛長時間煮ると苦味が出るので気をつけて下

さいo

　

｝

ところで、米ぬかの味のほうだが、どうも、

ぬか漬けの、「ぬか」を想波しちゃうのだけ

れど、「そう思うかたは、ぜひいちど試食し

てみてくださ９、口ｒ含んでカムほど吠:甘味

●

がでてヽ々かなかいけますよ」・

な米ぬかは塩などの入っていたい新鮮な生ぬ

かを使用します・

　　　　　　　

・入浴のときの体洗･/・Γμ

　　　　　　　

サラシでっくった袋Ｋつめて
(とj

EとE2)

ぬか袋として使うと、お肌は

　　　　　　　

スベスベ。洗顔忙もいい。ぬ

かは毎日とりかえろこと。

を食器洗い・家具のワックスにμ

ぬかは、少ししめらせて伺うといい・柚もふ

しごにスッ晦り茄ちろ。袋は清気なものを礼

一｡･4、ここめ4,ことりかえこことだ。

　

／⌒｀

　

・飲みだして一迎ａ。便秘で

く

こ

。

::-J

　

ひどかったんですが、jF乱

　　　　　　　

位から効さはじめました。

肩こりも治り、顔の吹き出ものも、つるつる

に忿ってきました、（４２才

　

主婦）

・王人が眉かこるというので。ぬかを始めた

んですが、そのままじゃ、なかなか食べてく

れないので、ぬかカレーとか、ぬか味勉汁に

したら「うまい、うまい」つて・おかけで持

病の肩こりが２週間くらいでよくなり、私の

冷え症ｒも効果があるんですよ。（３２才）

－１３－
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●
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・
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・ｙ･ろんな方法を試みたけれど、ちっともヤ

せなかったの。半９半疑で、ぬかを飲み始め

て半年目くらいから、メキメキ効果があらわ

れて、一乍後には１０キロもやせました。

（２７才ＧＬ）

・夫が低血圧ぎみで、朝、つらそうだったの

で、始めてみたんですが、ほんとうに効くん

ですね・目覚まし時計の鳴る前応起きられる

ようになったんですよ。おまけｒ、あっちの

ほうがピンビンきちゃうらしいんですヨね・

それにはちょっと困っているんですけどｏ

（３８才主婦）

●主人が食べてくれ忿いので

カレーライス・煮物・ミソ汁

ハンバーグの中ｒｔいしよ『
入れてます．（３２才Ｍチ）

奢き’ようざ・ミート

ヴーニ、－で入れて１す．（２９才主婦丿

毒米ぬかのバン、小彦Ｆバ）しＯＧ、米めか２

■'-'G.ごくらし衿孚ぐしへ寸い･、さ七う．

夕丿亡量、ぷｊぐこて■f■'^.'~''f＼ぺへい壮ソゴ．

ペンがでし｝ト．ヘヅレ=谷しり

!ズいlｙ几ふト勺レこｰﾐ･こﾆt－C、?。r

たけと犬了いjlにｊぺ･ご'･り｡心う･1のでこ_ｙり?7

-ぺん３．りいtV-■■･ヽ"丿:寸主1≒、ブリ。柏か々

ごでｙ蹴バま解決してし1レま･ぐん。ふ汗、阿決

してくれるのは俯＼んだちと、少々力たんはIく

賀です。穀類４、野菜２、齢硲性たんはく質

１(４対２対１)です。

あなたも工夫して食べてみてはいかがですか。

会員の動向

○新規患者
・佐藤正男

・村松繁

阿寒郡

釧路市

○変更事項

・佐々木キク・住所を釧路市

１国鉄Ａ:P13-206K:・電話を
に変更

・今井伸子・電話をに

・堀川ミセ・市立病院から昿立病院へ

・上田弘・林田クリから協立病院へ

・岩井憲三・５９年６月死亡

・大池原蔵・５９年７月死亡

y／囲如双と;y／言卜

巨Ⅲによる国会議阿へ

要請の≒'ヽゝガキ;｡出す

邨磨保硝しづり≒り岑呵を求めて、袴知之

ぷ几でヤバ５．。'７．レト史生医や､ざ定惣壮

ｽﾉ･･七ぶ■y-<ごト'ヽ力政へ1、丿７,bにF2土日

送を終り'きした、

鳴沢の結牝ｦで

配付150m

同収１０６組ド7Q,7%)

我れわれの戦いは、朗願運動が唯一の武

です。だれも仙

ける通りｰﾉ、ひとりの力が結集されて始め

大きな力となります。私逮のこの運動は目

が達成されるまで続きます。今後共一層の

協力をお願い致します。

Ｖ國ド叫ｒ｀･／回ｎ・
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